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はじめに 近年、二酸化炭素を排出しないクリ
ーンなエネルギーである水素エネルギーや燃
料電池自動車への期待が高まっている。本研究
は前報[1]で示したボールSAW水素センサの水
素漏洩検出等への応用を目的として、さらなる
高感度化を追求した。 
実験方法 本研究で用いたボール SAW センサ
は、80MHz と 240MHz を同時励振できる櫛型
電極を有する直径3.3mm水晶球２周波素子に、
厚さ 30nm の Pd(80％)-Pt(20%)感応膜を 2 元ス
パッタ法で成膜して、作製した。センサ温度は
センサセルに取り付けたペルチェ素子により
制御した。測定する水素の供給源は水素
100ppmv 混合の標準窒素ボンベで、マスフロー
コントローラによる 2 段希釈システムにより
10ppbv から 5000ppbv の水素濃度ステップを発
生させた。 
実験結果 Fig.1 に代表的なボール SAW セン
サの遅延時間変化の水素応答を示す。また、窒
素 100％時の遅延時間変化を基準とした相対
的な遅延時間変化と水素濃度との関係を Fig.2

に示す。遅延時間変化は水素濃度の対数に対し
て線形に近い変化を示し、水素濃度 10ppbv で
も明確な応答が見られた。検出限界は 60℃で
6ppbv であり、センサ温度が低いほど水素感度
が高かった。これは、水素が Pd 合金に吸蔵さ
れる反応は発熱反応であるため、センサ温度が
低い方が多くの水素を吸蔵した状態で平衡に
なるためと考えられる。次に、水素に対する
10％-90%応答時間の水素濃度依存性をFig.3に
示す。応答時間は、前報[1]の減衰率の応答時間
と同様に平面 SAW センサや電気抵抗方式の水
素センサより 10 倍以上高速で、水素濃度の 1/2
乗に反比例していた。また、センサ温度が高い
ほど応答時間は高速だった。これは、応答時間
は Pd 合金中を水素が拡散する時間が律速して
いることを示唆していると考えられる。 
結論 80MHz／240MHz の 2 周波ボール SAW
水素センサで、遅延時間変化を測定することに
より水素濃度約 6ppbv の検出限界が得られた。
前報[1]より 2 桁以上高感度で、既存センサ中
の最高感度と考えられ、今後応用展開を図る。 
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Fig.1 遅延時間変化の水素応答（60℃） 

 
Fig.2 水素濃度と遅延時間変化の関係 

 
Fig.3 応答時間と水素濃度の関係 
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